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東新潟火力発電所1 • 2号機リプレ ース計画 環境影響評価方法書に関する意見書

本事業は、 聖籠町において、 汽力発電方式の火力発電所（出力60万kW)を2基廃止

し、 新たにコンバインドサイクル発電方式の火力発電所（出力65万kW級）を2基設置

するものであり、 高効率発電設備への更新が行われることで、 発電電力量あたりの燃料

使用量及び二酸化炭素排出量が削減されるほか、 電力の安定供給と発電コスト低減に貢

献するものとされている。

一方で、 大規模な火力発電所を設置する事業であることから、 工事の実施や施設の供

用等に伴い、 周辺の生活環境や自然環境への影響が懸念される。

本事業計画の更なる検討に当たっては、 以下の措置を適切に講ずるとともに、 それぞ

れの検討の経緯及び内容について、 環境影響評価準備書（以下「準備書」という。 ）に

適切に記載すること。

1 総括的事項

(1)準備書においては、 事業計画の詳細を可能な限り確定させた上で、 地域特性及び事

業特性を踏まえ、 必要に応じて環境影響評価の項目や手法を見直し、 適切に調査、 予

測及び評価を行い、 環境影響が回避又は極力低減されるよう必要な環境保全措置を検

討すること。 また、 事業計画の確定に至った検討の経緯を準備書に記載すること。

(2)準備書段階で、 環境への影響が予想される項目に係る事業計画の細部が未確定の場

合は、 最も環境負荷が大きくなる条件を想定し、 調査、 予測及び評価を行うこと。

(3)環境影響評価項目の調査、 予測及び評価に当たっては、 国内外の最新の知見や専門

家等の助言を踏まえ、 適切に行うこと。

(4)対象事業実施区域（以下「実施区域」という。）の周辺において、他事業者による火

力発電事業が計画されていることから、他事業者との積極的な情報交換等に努め、 環

境への累積的な影響について適切に調査、 予測及び評価を行うこと。

(5)準備書の作成に当たっては、 調査、 予測及び評価の内容を具体的かつ分かりやすく

記載するほか、 図表、 地図及び写真等を活用するなどし、 理解しやすいものとなるよ

う配慮するとともに、 実施区域の周辺の地域住民、 自治体等の関係者の理解が得られ

るよう、 十分な情報提供と説明に努めること。








